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　１.　目的・概要 

　　スッポンMPジョイントは、近年耐震管として増加傾向

　にある高密度ポリエチレン管用のメカニカル継手で管の

　耐震性能を損なわない鋳鉄製の継手である。

　　また、メカニカル工法により電気融着が不可の地下水

　などの水場や異種管接続での施工が可能である。

　以下に、高密度ポリエチレン管用スッポンMPジョイント

　の特長、施工手順について紹介する。

　２.　特長 

　（１）施工性

　　スッポンMPジョイントは、インコア不要、分解不要で

　レンチ1本で施工が可能な継手である。

　　継手を分解せずパイプを挿入しボルトナットを締める

　だけの施工であるため、高密度ポリエチレン管の基本的

　施工である電気融着を必要とせず、天候や現場に左右さ

　れない施工が可能である。

　　施工後は、すぐに通水が可能なため施工時間の短縮や

　工期短縮を計れる。

　　再施工に関しても、ボルトナットを緩めるだけで取り

　外しが可能である。

　（２）使用用途

　a）異種管接続はフランジレスで接続可能

　　豊富なラインナップにより鋼管やステンレス鋼管などとの異種・異径

　接続をフランジレスで接続可能である。

　b）消火栓・仕切弁の設置

　①重量物積載による沈下・がたつきを防止 　②フランジレスで仕切弁設置可能：スッポンMPソフト

　　　　スッポンMPTF台付 スッポンMPBF台付

① 　②

　c）散水栓・非常用水栓の取り出し

　φ75以上の引き込み管から直接小口径の他管種を取り出し可能である。

　d）水圧試験冶具や一時止水

　施工後の取り外し、再施工が可能なため水圧試験冶具などで使用可能である。

　e）悪天候・水場での施工が可能

　メカニカル接続のため天候や現場状況に左右されない施工が可能である。
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　（３）耐震性

　　（地震動レベル2：（公社）日本水道協会　水道施設耐震工法指針・解説　2009年版より）

　（４）接合強度

　　内圧（0.5MPa）のもと、インコアなしでも管降伏点近くに達する性能がある。

　　（管降伏点：約8%とされており管が性能を保持できない状態を言う）

　　幅広ストップリング（離脱防止金具）内面の複数刃に内圧がかかると、更に圧着する作用により

　　強固に密着し接合強度は更に高まる構造である。

　（５）材質・仕様

　・材質：すべてダクタイル鋳鉄製のため異種金属接触による腐食の恐れがない。

　・塗装：商品本体の内外面粉体塗装に加え、ネジ部が露出しない袋ナット構造により高い耐食性がある。

　３．施工手順　　※参考としてφ50、φ75用を記載

　４.　ラインナップ 　対応サイズ：φ50～φ200（下図に記載ないラインナップは問い合わせ）

　５.　問い合わせ先

株式会社川西水道機器　開発営業部　担当　佐々木
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　・許容ひずみ4%以上の耐震性を有し、想定される地震動に対し十分安全な継手である。

　　（許容ひずみ4%とは、地割れ1m以上(実測値)に相当されるが、想定される地割れは最大でも9cm以下とされている）

　・地震動レベル2で直線管（最低50m以上）の管ひずみは0.75%以下であり耐震計算上安全である。
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